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旭硝子株式会社
導入へ、短期間で 化を図り、

ユーザー要件に沿った従量課金制も実現

ソフトウェア

基幹系システム全般

「 （実行）－
」の経営方針のもと、

中期計画を実施
ガラス製品の開発・製造でワールド・ワイドに事
業展開を繰り広げている旭硝子株式会社（以
下、旭硝子）。 年 月には門松正宏氏が社
長に就任され、さらなるグローバル優良企業
の実現に向けて新体制がスタートしました。そ
こで掲げられたスローガンが「 （実行）－

」です。
旭硝子は大きく つのカンパニー（板ガラスカ
ンパニー、自動車ガラスカンパニー、ディスプ
レイカンパニー、化学品カンパニー）からなり、

旭硝子）グループとして グローバルに事
業を展開。 戦略も、各カンパニー独自のもの
と、それらを横断する つの方向で行なわれ、

年には中期計画を策定。新体制以降の
施策が実行に移されました。
「課題の一つはワールド・ワイドに各カンパニー
を横断できるインフラストラクチャーを整備し
たいということです。また、経営環境がめまぐる
しく変化している現在、事業再編や も考え
られますので、システムには変化への対応も求
められます。これらを含め、今後の 施策はどう
あるべきかについて、 の協力のもと、天城
セッションでも話し合いを持ちました。そこで
取り上げられたことの一つがコンピューター・
サービスの受益者負担、すなわちエンド・ユー
ザーに対する課金をどうするかでした。サービ
ス料金の従量化
が浮上してきまし
たが、どうやって
実現していくか。
ユーザー負担を
できるだけ増や
さないという方
向で検討しまし
た」と語るのは旭
硝子経営企画室
統括主幹の滝沢
正男氏。

従量課金という新しい考え方、
そのシステム化を可能にした
今回のプロジェクトを手がけ、旭硝子全体のシ
ステムの運用保守・維持管理をトータルにアウ
トソーシングしている株式会社アイ・ティ・フロ
ンティア（以下、アイ・ティ・フロンティア）企業
事業 旭硝子本部 副本部長の工藤 修司氏は
ワークロード料金の従量制への移行について
次のように述べています。
｢エンド・ユーザーの論理区画ごとに のソフト
ウェア料金を従量課金にすることができるワー
クロード料金方式（ ）の採用が浮上してきま
したが、 化にはその前提として への移
行が必要です。結果的には従量課金にフィット
するということで を導入したわけですが、

は他にはない新しい考え方だと思います。
はその考え

方をカタチにで
きる先駆けとも
言えますね。さら
に、これまでメイ
ンフレームとして
使ってきた
がリリース・アッ
プの時期になっ
てきたことやプ
ログラム・プロダ
クト（ ）※１の
バージョンアップ
も必要になって
きたこと、またシステムがサーバー系に移行
し、それに合わせて費用を下げるしくみも求め
られてきたことなどもあり、総合的に判断して

化に踏み切ったわけです」

ゴール・モードにより、運用管理が
容易になり、サービスの質も向上
旭硝子の基幹システムの 化は、課金体制
の見直しだけではありませんでした。

化の一連の作業について、旭硝子のシステ
ム・インフラストラクチャー全体を統括している
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メインフレームの信頼性、可用性をそのままに、
高いオープン性を実現。

最新のオンデマンド機能を搭載した、
の最上位プラットフォーム。
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